
































































































































































































??????????? ?? ?? ?? ?
Plant
Hibiscus
Hibiscus
Ked．weed
Ked・weed
Coleus
Marvel　of　peru
Marvel　of　peru
Slipperwort
Tradescantia
Tradescantia
Poinsettia
Poinsett五a
Chrysanthemum
Chrysanthemum
Lawn
Lawn
Ardis童a　crenata
Cucumber
Squash
Type　of　soil
Clay　loam
Sand
Clay　IQam
Sand
Clay　Ioam
Clay　loam
Sand
Clay　Ioam
Clay　loam
Sand
Clay　Ioam
Sand
Clay　loam
Sand
Clay　loam
Sand
αay　Ioam
Clay　loam
Clay　loam
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???
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PP
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?
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fff
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fff
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?
????
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July
123
ffp
pfp
VV
Aug
123
fP
fpf
PPP
o㏄Q???? ?
ppf
PP
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fff
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fff
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PP
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123
?
?
　f?
?
vpv
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ffp
ppv
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pfp
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???
fff
fff
fff
ppf
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ffp
ppf
fff
fff
pvp
pfp
ppf
ff
pfp
pvv
pfp
Note．　v：Very　rich　p：Pretyy　f：Few　1；1st　decade　2：2nd　decade　3：3rd　decade
質がある。河野1968年1）によって九州地方においては，ウスカワマイマイの好適土壌としては植
壌土が良く，砂壌土にはあまりみられないと報告されている。著者の観察においてもこの点では
結果と一致している。またPALLANT（1972）2）によれば牧草地での腹足類が生育をする条件とし
ては植壌土中の炭酸カルシウムが貝殻の生育に何らかのかかわりのあることを指摘している。こ
のことについて古沢，山下5）らは粘液物が外套膜のへりより分泌され，それが土壌中の炭酸カル
シウム，水分と共に殻形成に関与している事実を観察した。また砂壌土で含水分が55％以下にな
ると殻口部にふたつをつくり休眠を誘発し，カタツムリの体内水分はもちろん粘液物質をも噴出
して乾燥し，致死する。このことはすでに古沢ら（1972）5）によって明らかにされている。
皿　Edible　snail個体の季節的変動
　（d）調査方法
　1976年から1年間生息状況調査の際とった区分で地表および，地下3cm以内における生息は
平面（0．5×2m），1m2当り15～20頭をきわめて多い，10～14頭までをやや多い，9頭以下を少
ないの3段階に区分して表示した。
　（ロ）調査結果
　その結果はTable　2，3の通りである。生息個体は夏期においては南側の日陰に多く，冬期に
は北側の温暖な陽光側に生息が多くみられた。やや粘土質で各種の落葉が推積した地層では
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Table　3　Relation　of　the　occrrence　of　the　Edible　snail　Helix　Pomatia　and　types　of　soi1．
Sampling　Date
12／25
1／24
2／25
33／25
4／25
5／25
6／25
7／25
8／25
9／25
10／25
11／25
12／27
Type　of　soil
・and・nl・」・an・＋・・m・…i・・m・・・…1・1・1・y・nl・1・1・y＋・・m…t
??????????????
1
???????????????
Note．0．5×2．　01．　O　m2，　deep　10　cm．
Edible　snailの変動は比較的少ないが，軽い地層（有機質のみ）又は砂土の場所では，冬期にお
いて地下5cmの場所での，生息数が非常に少なくなる傾向がみられた。すなわち，陽光の良い
ぼう軟で湿潤な土壌の場所で越冬している個体を多く観察した。また常緑樹であるマンリョウで
は，生葉の場合には何ら加害を受けないが，落葉後変色しはじめると摂食していることが観察さ
れた。これに対して芝生内にあっては夏期のスコール時期に限って生息数が多く観察された。花
きにおいてはユリウスに9月を除いて周年生息していることがわかり，ツユクサの場合は芝生と
同じように夏期におけるスコールの時期のみに生息が認められた。
　の　考　　察
　生息場所における群がりの推移は，降雨量および散水の量に関係があり，がつ湿潤な土壌を選
び，食餌植物についても含水量の多い植物を好んで選びその生育も良好である。オーストラリア
では，Edible　snailは夏期は南側の日陰で軟らかい湿潤な土壌の所に生息し，冬期は北側のやは
り軟弱な，しかも有機質を含有する土壌の場所で生育している。これに対して，日本のカタツム
リ類は，夏は北側の日陰に多く，冬期は南側の温暖で植物が繁茂した軟弱な湿潤な土壌中に生息
している。生息場所の好適条件については，河野（1968年）1）は軟弱でかつ湿潤な土壌であるこ
とを指摘している。また河野は，常緑樹の場合腐食した葉茎を摂食していることを観察した。著
者もクチソ質，ロウ質，スベリンなどの物質を含む葉茎を腐食させ，それをEdible　snailに与え
たところよく摂食することも観察した。このことは上記物質が落葉し枯死することにより，ロウ
質，クチン質，スベリンなどがなくなり，葉肉中に水分を吸収しやすくなり，カタツムリ類の摂
食には都合がよくなるものと思われる。
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　室内実験
1　食害植物
　（イ）調査方法
　Edibie　snailの発生地による加害を認め植物を観察したので，その周辺に存在する植物をも摂
食させてみた。この調査は環境処理室で行い，12時間照明，28℃，12時間暗黒18°Cとし，湿度は
常時80％±5％の部屋を使用した。実験に用いた植物は28科108種について，食餌の程度を記録
した。保護飼育には直径15cmのポットを用い，1ポット当り5頭を放育した。食餌植物は，
3日毎に取りかえ1ポヅト当り生葉1000cm2を与え2ケ月間行なった。
　＠　調査結果
　発生地での加害植物の結果はTable　4の通りである。加害植物は12科27種で，これらのほと
んどが草木類であるが，樹木類のハイビスカスとクロトンでは幼葉と落葉とを，ポインセチヤで
は赤色部位のみを摂食していた。また，双子葉植物と単子葉植物の2大別に分けてみると，その
被害は双子葉植物においては10科におよび，単子葉植物ではツhクサ科，イネ科の2科のみに見
られた。特にキク科に対する摂食活動は非常に盛んであった。マメ科の場合もキク科とほぼ同じ
ような食害を受けており，このことは，これら両科の植物はいずれも植物体内に含水分量の多い
ことに基因していると思われる。またツユクサ，シバにおいては，スコール時に被害が多くみら
れた。植物の形態からみて葉面に毛状を有する。キク科のハキダメギク，キクイモ，ノゲシ，ウ
リ科のカボチャ，チヨカ，スイカ，キュウリなどは摂食が大であったこともそれを裏付けるもの
Table　4　Feeding　plamts　of　the　Edible　snail，　Helix　Pomatia．
Scienti丘c　name
　　　CUCURBITACEAE
l　Cucurbita　meschata
2　Sechiu〃z　edule
　　LABIATAE
3　Celeus　blumei
4　Salvia（）Ltiicinalis
　　EUPHORBTACEAE
5EuPhorbia　Pulcnerrima
6　C7θ’oπTigliu
　　COMMLINACEAE
7　Tradescantia　1～eflexa
8　Rhoeo　discolor
　　SOLANACEAE
9Phニソsα〃∫angulata
10　　Solanu”2　Cごz7elinense
　　CRUCIFERAE
ll　Brassi‘αoleracea
12　Bra∬’cα1～aPa
　　LEGUMINOSAE
13Trifeliu〃z　rePens
Scienti丘c　name
14　　」Dhaseolus　7z”ga「is
　　MALVACEAE
15　　Hibiscus　hetero」クhツ％s
　　　NYCTAGINACEAE
161レf〃a∂漉dichla〃zアdomorPha
　　　GRAMINEAE
17　Zoysia　sρ．
　　　MYRSINACEAE
18　、4rdisia　c7θπα彦a
　　　COMPOSTIAE
19　　Gar∂era　／1πα〃47’α
20　　Zinnia　ele8ans
21　　Co〃t〃20〃諺　Z）anrelion
22　Lactuca〃αcogJo∬α
23G・1伽・ρ9卿・・助・・
24　　Paraixers　da’nticulaba
25　　So％o海麗s　oleraceus
26　Ammobiam　alatum
27　　Hθ〃α〃trius　コruberosus
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Table　5　Feeding　plants　of　the　Edible　snai1，　Helirs　Po〃tatia
Scientific　name
?????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????ー
?????????????????????????ー
???
???
ロ
??
　　　　　　Compostae
Chrysanthemuln　coronarium
Chrysanthemum　frutescens
Chrysanthemum　morifolium
Taraxacum　Dens・Leonis
Para三xeris　denticulaba
Celmisia　cariacea
Calenduヨa　of丘cinalis
Centaurea　cyanus
Ammobium　alatum
Spilanthes　acmella
Zinnia　elegans
Gaillardia　pulchella
Telopea　speciosissima
CalQtis　dentex
Garbera　Anandria
Dahlia　pinnata
Helianthus　annuus
Bell｛s　perennis
Zinnia　multiflora
Helichrysum　bracteatum
・SQnchus　oberceus
Lactuca　laciniata
Helianthus　tuberosus
Galinosoga　parviflora
Lactuca　dracoglossa
Common　Danrelion
Aster　tataricus
’Ageratum　houtosianon
Lapsana　apogonoides
Bidens　biternata
　　Leguminosae
Phaseolus　vulgaris
Pisum　Sat三vum
Triflolium　repehs
Triflolium　semipilosum
Macropliliuln　atroputpureum
Lotonon…s　bainesii
Desmodium　intortum
Desmodium　uncinatum
Glycine　wighti三
　　Amaranthaceae
Celosia　cristata
Amaranthus　tricolor
Celosia　plumosa
One，s　views
???????????????↑
←
←一
←???????↑
←←?
????????
?
?
?
Crope
Floweres
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
　　　　〃
Wild　plant
　　　　〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
Field　crops
　　　　〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
Floweres
　　　　〃
Wild　plant
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??????????????????????
???
???
???
???
?
???? ?
??????????????? 【
???????????
???
???
???
?
???????
???????????
???
???
???
?
???
???????
????
??????????
82．
Scientific　name
Amaranthus　inamoenus
Amaranthus　spisosa
Achyranthus　bidentata
Tradescantia　Reflexa
Tradescantia　scllamontana
Rhoeo　discolor
Commelina　communis
Selcreassa　purpurea
　　Euphorbiaceae
Euphorbia　millii
Euphorbia　pulcherrima
Euphorbia　pilulifera
Ricinus　comuunis
Galarhoeus　Helioscopia
　　Cucurbitaceae
Cucurbita　moshata
Sechium　edule
Crtrullus　Battich
Cucumis　sativus
　　Crassulaceae
Sedum　tosaense
Sedum　aggregeatum
Sedum　spectabite
Colyledon　oppositifolia
　　Labiatae
Mentha　arvensis
Perilla　frutescells
Coleus　l）lumei
Salvia　o伍cinalis
　　Solanaceae
Lycopersicon　escule無tum
Solanum　carolinense
Solanum　tubrosum
Physalis　angulata
　　Cruciferal
Brassica　botrytis
Brassica　oleracea
Brassica　Rapa
Raphanus　sativus
　　Malvaceae
MalVa　VertiCillata
Malvastrum　sp
Hibiscus　Heterophyllus
　　Begoniaceae
Begonia　semperHorens
Begonia　Rex
Begonia　masoniana
　　Araceae
Caladium　bicolor
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One，s　views
???????↑
???
????
???
????
????
????
???
???
?
Wild　plant
　　　　〃
　　　　〃
「Floweres
　　　　〃
〃
〃
〃
〃
　　　　〃
Wild　plant
　　　　〃
〃
Field　crops
　　　　〃
〃
〃
Floweres
　　　　〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
Field　crops
　　　　〃
　　　　〃
Floweres
Field　crops
　　　　〃
　　　　〃
〃
Floweres
　　　　〃
〃
〃
〃
〃
〃
Scientific　name
????
???
コ
?
????
????
??? ?
????
?? ?
99．
100．
101，
102．
103．
104．
105．
106．
107．
108．
Monstera　pertusa
Scindapsus　aureus
Narcissus　Tazetta
Crinum　asiaticum
　Violaceae
Viola　hederacea
V三〇la　tricolor
　Caryophllaceae
Malachium　aquaticus
Stellaria　media
　Piperaceae
Peperomia　abtusifolia
PeperQmia　argyreia
　Convoluulaceae
Ipomoea　cairica
Ipomoea　Batatas
　Iridaceae
Gladiolus　gandavensis
Iris　tectrum
　Chenopodiaceae
Chenopodium　amaranticQlor
Spinacia　oleraea
　Polygonaceae
Rumex　Acetosa
Polygonum　nodosum
　Oxalidaceae
Oxalis　bowieana
Oxalis　obtr三angulata
　Cannaceae
Canna　generelia
　Balsaminaceae
Impatiens　Balsamina
　Saxifragaceae
Hydrangea　macrophy11a
　Zingiberaceae
Curcuma　longa
　Geraniaceae
Pelargonium　hortorum
　Vitaceae
Cissus　antarctica
One，s　views
??＝
??
??
＝
??
＝
?↑
??
??
?
?
0
k
←
?
FIoweres
　　　〃
　　　〃
　　　〃
??
Wild　plants
　　　〃
Floweres
　　　〃
Wild　plants
　　　〃
Floweres
　　　〃
Wild　plants
Field　crops
Wild　plants
　　　〃
Floweres
　　　〃
〃
〃
〃
〃
〃
Field　crops
Notes；★Favourite　feeding
＊Not　feeding，
←－Normally　feeding　O　SIight　feeding
と考える。ウリ科植物は開花から結実までに食害があり，特にカボチャにおいては，開花後に
Edible　snaitの集団がみとめられた。マンリョゥは種実に食害があり，枝がくちると，それに群
棲していた。被害植物の種類を科別に見るとキク科で21種と最も多く，次いでマメ科，アブラナ
科，ウリ科，シソ科，ナス科，ツユクサ科のそれぞれ，4種類つつの合計24種であった。一方室
内実験では28科108種を用いたが，その内訳はTable　5に示す通り野草24種，花き62種，栽培
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最も多く摂食する植物にはキク科があり，全く摂食しないものにはヒユ科，サトイモ科，ヒルガ
オ科，ベソケイソウ科，アオイ科，カンナ科，ツリガネソウ科，ショウガ科，ブドウ科のそれぞ
れ1種類で観察された。摂食しない植物について調べた結果それぞれいずれも含水量が少ない場
合いであった。
　の　考　　察
　被害植物については鈴木，山下ら（1967年）3），河野（1968年）Dが指摘したようにキク科，マ
メ科，ウリ科の植物を好んで食べることが認められた。特にウリ科では若い未熟果に群棲するこ
とが年間観察された。キク科の場合は含水量が多いこと，または葉茎に毛状体を有するものが多
く，この毛状体に水分が付着するために含水量が多くなり，摂食を容易にするようである。また
作物22種である。これらの摂食状況を比較した結果，やはり発生地における観察結果と同様に，
これとは反対に摂食活動を阻害するものにRuNHAM　et（1970）4）YAMAsHITA　et－（1979）6）が指
摘した。青酸（HCN）を多量に含有するマメ科のSiratro　Greenleaf（HCN　460　・v　660　PP）。炭
酸カルシウムを含有するSedum，　speclebite，　Mallow・酒石酸カルシウムを多量に含有するブド
ウ科，およびリン酸カルシウムを含有するハナカタバミ，オオヤマカタバミなどは摂食が全くみ
とめられなかった。
　要　　　約
　1975年12月より1977年2月までクイソスラソド大学校内を中心にEdible　snailの生息場所と
季節的変動についての野外調査およびその被害植物に関する室内実験を行った。その結果を報告
する。
　1．　生息場所については土壌条件が関与し土壌水分が保持されるような場所に多く生息するこ
　　とが観察された。
　2．Edible　snailは冬期においては，直射日光の多いぼう軟かつ湿潤な土壌で集団越冬するの
　　が認められた。
　3．被害植物は大部分，草木類であるが木本類も含まれていた。草木類では双子葉植物が多
　　く，単子葉植物はわずかにイネ科，ツユクサ科のみであった。
　4．被害植物については，キク科，ウリ科マメ科ツユクサ科，シソ科ナス科およびトウダイグ
　　サ科等に被害が多くみられた。
　5．野外での調査した被害植物は12科27種で，そのうち花きが8科16種であった。
　6．室内実験では28科108種を用いて観察を行なった。その内訳は，栽培作物23種，花き61
　　種，野草24種であった。最も好んで摂食する植物は13科56種，普通程度に摂食する植物は7
　　科16種，少し摂食するかわずかに食痕を残す植物に6科14種，全く摂食しない植物は12科22
　　種であった。
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7．摂食しない葉茎には含水量が少なく多量の青酸，炭酸カルシウムまたは酒石酸カルシウム
を含有していた。
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